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序

史料館が創立五十周年を迎えることになった。史料保存機関としての文部省史料館時代が約

二十年、研究組織に改変された国文学研究資料館史料館となって約三十年である。

この半世紀にわたって史料館の果たしてきた事業の概要を知っていただき、二十一世紀に果

たすべき社会的な役割の大きさについて広く認識していただくために、この冊子を刊行するこ

とにした。ただし、四十周年記念冊子を継承する編集方針をとっているので、この十年に中心

を置いた感想を一言する。

組織の問題として史料館長が久しぶりに復活、専任されたことを特筆しておきたい。森安彦

教授、次いで高木俊輔教授が就任し、極めて統制がとれ、且つ活発な活動が展開されるように

なったのが印象的であった。基本の、史料・史料情報の整理、研究、保存・修復、公刊の着実

な積み重ねは無論のことながら、 この期に入って、史料管理学の共同研究、情報システム化は

目ざましく進展した。また、科学研究費助成による海外所在史料の調査と研究に積極的に取り

組み、海外研修にも活溌に機会を作って国際的な研究交流にも大きな成果を上げ始めている。

更に特記すべきは史料管理学研修会の継続的開催が、全国の文書館・図書館の現場で活動し

ている人々の強い支持を得ていることである。記録史料全般の整理・保存・利用に関しての、

幅広く懇切なカリキュラムが、現場の諸問題に即しての真に有用なものになっているからであ

ろう。教官個々の努力もさることながら、史料館長の統括のよるしきを得た故の多岐な成果、

と評してよいであろう。

大学共同利用機関の目下の最大の問題は、独立行政法人化と国立大学改革に連動する機関統

合化の動きである。国文学研究資料館もその付置研究機関である史料館も無論その動きを免れ

ることはできない。また、当館は立川移転、総合研究大学院大学への参加（博士課程設置）の

問題も目前に迫っている。

大きな変動期であるが、 日本文化資源の基盤である書籍（国文研） ・記録史料（史料館）を

百年の長期展望に立って整理・研究することを通じて、世界中の日本学研究者に寄与する姿勢

を相携えて堅持し、発展させ、ジャパン・アーカイプズの研究所像を実現して行きたいと念じ

ている。

平成十三年十一月

国文学研究資料館長

松野陽一



刊行にあたって

史料館は、 2001 (平成13)年5月に満50年を迎えました。この50年という節目にあたり、

｢史料館の歩み50年』を出版することにしました。

史料館は、すでに1991 (平成3)年に「史料館の歩み四十年」を刊行しています。その後の

10年間は、史料館長職の復活に始まり、立川移転問題の再燃、国文学研究資料館の改組問題、

館内業務と研究情報分野の電子化などの波を受けるなど、いくつかの変化を経てきています。

また独立行政法人化問題に直面しつつある現在、史料館の将来像をさらに模索していく必要が

あります。そのために、この10年間を改めてふり返り、 自己点検の書としてまとめておくこと

にしたのです。

ご承知のように史料館は、戦後の混乱の中で散逸の危機にさらされていた近世を主とした文

書の収集と保存を図る目的で1951 （昭和26）年に設立されまして、現在では収集の数は約400

件、 50万点以上となり、近世・近代文書の収蔵量としては日本一の規模となっています。 1960

年代以降は史料の現地保存主義の立場から、現物史料の収集でなく主として日本各地に残存す

る史料の情報を集積する方向に転換し、史料に関する研究面を強め、史料の公開・利用の道を

開く方向を進めてきました。

現在の史料館は、第1に近世・近代文書を調査・収集・整理し、研究者や一般利用者に提供

するという文書館機能、第2にアーカイブズ（記録史料と文書館の両者の内容を持つ）に関す

る研究・教育機能（とくに史料管理学研修会の実施)、第3に近世・近代の史料所在情報を収

集してデータベースのさらなる蓄積と公開を進めるアーカイブズ情報センター機能、など3機

能の充実・発展を目指しています。

さて本書は、次のような構成をとりました。まず編集方針として、史料館の創設から40周年

に至るまでの歴史については『史料館の歩み四十年」 （以下では、 『40年誌」と略記します）に

詳しいので簡略化し、ここ10年間の歩みを中心に執筆することとしました。そのためデータな

どもここ10年間のものにしぼっていますので、それ以前については『40年誌」をご参照下さい。

構成については5章立てとし、 Iで「史料館の歩みと21世紀の展望」として通観的な記述を行

い、 Ⅱの「史料館の研究に関わって」では、史料館の研究活動の様々な局面に関わっていただ

いた方々から御寄稿をいただきました。またⅢ「データで見る10年の歩み」では、ここ10年間

の史料館の研究・事業活動をデータでふり返っていただけるようにまとめてあります。さらに

Ⅳ「史料館と史料保存運動の歩み」年表、V「参考資料」を掲載して、 より詳細な情報の提供

に努めました。本書を通じて史料館の活動に理解を深めていただければ幸いです。

さいごにあたり、多くの方々にご寄稿頂きましたことに厚くお礼を申し上げます。

2001 （平成13）年9月

史料館長 高木俊輔
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